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2021‘ Noёl 

タピオカ入りコンソメスープ 
ビーフシチュー 
キノコのマリネ 
パンナコッタ 
スパークリングワイン 

    部門紹介  

クリスマス行事食 

診療支援部 は薬剤科・診療検査科（検査科・放射線科）の3職種を合わせた

部門になっています。臨床検査技師と放射線技師は色々な

装置を使って画像検査（レントゲン・CT・MRI・超音波装置な

ど）、血液検査や心電図、さらに薬剤師は調剤や服薬指導、

医師と協力して全身管理にも関わっています。 

それぞれの専門分野から患者さまに寄り添う気持ちを持ち、

安心して入院生活を送っていただけるよう日々の業務に取り

組んでおります。それぞれの職種は少人数であり、総勢14名

の小さな部門です。 

2021年1月更新 

CT装置（16列） 

2022年5月更新 

透視装置（VF用） 

薬剤師 

臨床検査技師 

放射線技師 

ソフト食 

嚥下食 

薬剤師 
薬剤師 

薬剤師 放射線技師 
放射線技師 

臨床検査技師 

臨床検査技師 

薬剤師 

薬剤師 
薬剤師 

薬剤師 

常食 

クリスマスイブの夕食です。 
メイン料理のビーフシチューは、牛すじ、牛骨、香味野菜など5日間かけ
て煮込んだスープを使った輝生会伝統のデミグラスソースです。医師
から許可がある患者さまには、少量のスパークリングワインを添えてい
ます。患者さまからは「美味しかった」「家族で過ごしたクリスマスを思
い出した」とうれしい言葉をいただきました。 

えんげ 
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院 長の梅津です。 まだまだ特に朝晩は寒い

日が多く、本格的な春の到来が待ち遠し

く感じられる昨今です。 

振り返ってみると、昨年の12月頃から、

「今年の冬は寒い。」と皆さんからよく

聞いていました。自分の感覚としても確かに

寒いと思う日が多かった印象です。ただし、

１２月や１月の実際の平均気温を調べて

みると例年と比べて大きな変化は見られ

ていません。なぜ寒く感じたのでしょうか。

原因は、古いネタですが「懐が寒いから」

ではないようです。受験生や医師を襲撃 

する理不尽な事件が続いたせいでしょうか、

海水温の低下が長期間続くラニーニャ現象

の影響でしょうか、それともコロナ禍で

鍋を囲んだ大宴会ができなかったため

でしょうか。いずれにしても今年は関東の

平野部でも積雪がみられることが多く、

世の中には気温だけでは説明できない

冷気が漂っているようです。自粛から解放

されて、自由を取り戻すには、もうしばらく

時間がかかります。それまでは、スベって

部屋の温度を下げないこと、逆に心温

まる行動で周囲の人の体感温度を上げる

ことに努めたいと思います。 

2022. 3  

VOL.3 

病棟デイコーナーにて 
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船橋市立リハビリテーション病院 

病気や怪我、加齢により、在宅生活で 
ご不自由を感じていらっしゃる方に、 
外来・通所・訪問リハビリテーションを 
提供いたします。 

発症・受傷から間もない脳梗塞・

脳出血・脊髄損傷などの後遺症を

持つ患者さまや脊椎の圧迫骨折や

大腿骨頚部骨折後の患者さまなど。 

※かかりつけ医の紹介状（診療情報

提供書）が必要となります。 

要介護および要支援の認定を受けてい

る方でリハビリテーションが必要な方。 

ケアマネジャーを通してお申込みください。 

※かかりつけ医の紹介状（診療情報

提供書）が必要となります。 

訪問リハビリテーション 

介護認定を受けている方は、介護保険

でのサービスとなります。ケアマネ

ジャーを通してお申込みください。

（介護保険対象外の方は、医療保険で

のサービスとなります。） 

※かかりつけ医の紹介状（診療情報

提供書）が必要となります。 

☎047-439-1200（病院代表電話）にお電話いただき、 

「外来リハビリを利用したい」、「通所リハビリを利用したい」、「訪問リハビリを利用したい」 とお伝えください。 

                   担当者におつなぎいたします。 

生活期リハビリテーションのご案内 

 外来リハビリテーション 

 通所リハビリテーション1～2時間のみ 
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VOL.2で院長と一緒に表紙を飾ったウェルウォークとレオゴーJ。 
広い訓練室で待っています！ 

訓練室機器紹介 

ロボットの力で、入院後早期から 

質の高い歩行練習を繰り返し行えます 

転びにくい身体をつくるため

の、自身のバランス能力を

最大限発揮しての歩行訓練

やバランス練習が行えます 

バランス能力を強化するため

に機器の上に立ち、動く足元

に対応しながら姿勢を保つ

課題を行う機器です 

レールに 

吊られて 

歩きます 
長さは30ｍ 

PT部門長 

 三浦おすすめ 

電気刺激が細かい指の動きの

補助となります 

腕のトレーニングを

行います。また、本人

の難易度に合わせた

自主トレーニングも

できます 

OT部門長 

 峯下おすすめ 


